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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分岐鎖アミノ酸またはその塩、オルニチンまたはその塩、グルタミンまたはその塩およ
びトレハロースを有効成分として含有する、ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の
治療剤。
【請求項２】
　分岐鎖アミノ酸またはその塩、オルニチンまたはその塩、グルタミンまたはその塩およ
びトレハロースを有効成分として含有する、ヘモグロビン尿症の予防剤。
【請求項３】
　分岐鎖アミノ酸が、バリン、ロイシン、またはイソロイシンである請求項１または２記
載の剤。
【請求項４】
　分岐鎖アミノ酸またはその塩、オルニチンまたはその塩、グルタミンまたはその塩およ
びトレハロースの有効量を、必要とする対象に投与または摂取させることを含む、非ヒト
動物のヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の治療方法。
【請求項５】
　分岐鎖アミノ酸またはその塩、オルニチンまたはその塩、グルタミンまたはその塩およ
びトレハロースの有効量を、必要とする対象に投与または摂取させることを含む、非ヒト
動物のヘモグロビン尿症の予防方法。
【請求項６】
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　分岐鎖アミノ酸が、バリン、ロイシン、またはイソロイシンである請求項４または５記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタ
ミンまたはその塩を有効成分として含有する、ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症
の予防または治療用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒトや動物において、激しい運動を行った後や極度の疲労状態におかれた場合等に、血
液中で溶血が生じることによりヘモグロビン尿症が現われ、また、骨格筋が崩壊すること
によりミオグロビン尿症が現れる。しかし、このような状況においてヘモグロビン尿症や
ミオグロビン尿症を予防する手段は無く、運動等の負荷をかけないよう用心する以外の手
段がない。また、ヘモグロビン尿症やミオグロビン尿症の治療にはステロイドが使用され
ているが、副作用等の問題がある。
【０００３】
　バリン、ロイシン、イソロイシンは分岐鎖アミノ酸と呼ばれ、該３種アミノ酸を含む組
成物には筋肉疲労回復効果があることが知られている（特許文献１参照）。また、オルニ
チン、アルギニン等の塩基性アミノ酸には筋肉増強効果があることが知られている（非特
許文献１参照）。また、グルタミンは骨格筋萎縮症に有効であることが知られている（特
許文献２参照）。更に、バリン、ロイシン、イソロイシン、グルタミンおよびホエーたん
ぱく質成分からなる組成物に持続性筋肉疲労の改善効果があることが知られている（特許
文献３参照）。
【特許文献１】特開平８－１９８７４８号公報
【特許文献２】特公平７－９４３８９号公報
【特許文献３】特開２００４－１８２６３０号公報
【非特許文献１】「ジャーナル・オブ・スポーツメディシン・アンド・フィジカル・フィ
ットネス（The Journal of Sports Medicine and Physical Fitness）」、１９８９年、
２９巻、1号、ｐ．５２～５６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ヒトや動物の運動負荷時、ストレス負荷時等において生じるヘモグロ
ビン尿症またはミオグロビン尿症の予防または治療用組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、下記の（１）～（１３）に関する。
（１）分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンま
たはその塩を有効成分として含有する、ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の予防
または治療用組成物。
（２）分岐鎖アミノ酸が、バリン、ロイシン、またはイソロイシンである上記（１）記載
の組成物。
（３）塩基性アミノ酸が、オルニチン、アルギニン、リジン、ヒスチジン、またはシトル
リンである上記（１）または（２）記載の組成物。
（４）トレハロースをさらに含有する上記（１）～（３）のいずれか１項記載の組成物。
【０００６】
（５）組成物が、医薬、飲食品、食品添加剤、飼料、または飼料添加剤である、上記（１
）～（４）のいずれか１項記載の組成物。
（６）分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンま
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たはその塩の有効量を、必要とする対象に投与または摂取させることを含む、ヘモグロビ
ン尿症またはミオグロビン尿症の予防または治療方法。
（７）分岐鎖アミノ酸が、バリン、ロイシン、またはイソロイシンである上記（６）記載
の方法。　
（８）塩基性アミノ酸が、オルニチン、アルギニン、リジン、ヒスチジン、またはシトル
リンである上記（６）または（７）記載の方法。
【０００７】
（９）トレハロースをさらに投与または摂取させることを含む、上記（６）～（８）のい
ずれか１項記載の方法。
（１０）ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の予防または治療用組成物の製造のた
めの、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンま
たはその塩の使用。
（１１）分岐鎖アミノ酸が、バリン、ロイシン、またはイソロイシンである上記（１０）
記載の使用。
（１２）塩基性アミノ酸が、オルニチン、アルギニン、リジン、ヒスチジン、またはシト
ルリンである上記（１０）または（１１）記載の使用。
（１３）トレハロースをさらに使用することを含む、上記（１０）～（１２）のいずれか
１項記載の使用。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグ
ルタミンまたはその塩を有効成分として含有する、安全で有効な、ヘモグロビン尿症また
はミオグロビン尿症の予防または治療用組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明で用いられる分岐鎖アミノ酸としては、バリン、ロイシンもしくはイソロイシン
のそれぞれ単独、またはバリン、ロイシンおよびイソロイシンの２～３種混合物が好まし
く、３種混合物における各成分の重量比は０．５～１．５：１～３：０．５～１．５であ
るのが好ましい。
　本発明で用いられる塩基性アミノ酸としては、オルニチン、アルギニン、リジン、ヒス
チジン、シトルリンがあげられるが、オルニチンが好ましい。また、前記塩基性アミノ酸
は、それぞれを単独で用いる他、２～５種混合物として用いてもよい。
【００１０】
　本発明の組成物における分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、
およびグルタミンまたはその塩の重量比は、１：０．５～５：０．５～５が好ましく、１
：０．８～２．０：０．８～２．０がより好ましく、１：０．９～１．５：０．９～１．
５が特に好ましい。
　分岐鎖アミノ酸、塩基性アミノ酸、およびグルタミンは、それぞれL体、D体、およびL
体とD体の混合物のいずれを用いてもよいが、好ましくはL体を用いる。
【００１１】
　分岐鎖アミノ酸、塩基性アミノ酸、およびグルタミンの塩としては、酸付加塩、金属塩
、アンモニウム塩、有機アミン付加塩、アミノ酸付加塩等があげられる。
　酸付加塩としては、塩酸塩、硫酸塩、硝酸塩、リン酸塩等の無機酸塩、酢酸塩、マレイ
ン酸塩、フマル酸塩、クエン酸塩、リンゴ酸塩、乳酸塩、α－ケトグルタル酸塩、グルコ
ン酸塩、カプリル酸塩等の有機酸塩があげられる。
【００１２】
　金属塩としては、ナトリウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属塩、マグネシウム塩、カ
ルシウム塩等のアルカリ土類金属塩、アルミニウム塩、亜鉛塩等があげられる。
　アンモニウム塩としては、アンモニウム、テトラメチルアンモニウム等の塩があげられ
る。



(4) JP 5112865 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　有機アミン付加塩としては、モルホリン、ピペリジン等の塩があげられる。
【００１３】
　アミノ酸付加塩としては、グリシン、フェニルアラニン、リジン、アスパラギン酸、グ
ルタミン酸等の塩があげられる。
　本発明の組成物は、上記の分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩
、およびグルタミンまたはその塩を有効成分として含有させる他、更にトレハロースを含
有させてもよい。本発明の組成物にトレハロースを含有させる場合、分岐鎖アミノ酸また
はその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩の総量に対し、
好ましくは０．１～２０重量％、より好ましくは０．５～１５重量％、特に好ましくは１
～１０重量％のトレハロースを含有させる。
【００１４】
　また、本発明の組成物は、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩
、およびグルタミンまたはその塩を、同一の組成物に含有するように調製してもよいが、
分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはそ
の塩から選ばれる１種あるいは２種以上の物質を含有する別々の組成物を製造し、キット
またはセット形態の組成物（以下、単にキット等ともいう）として用いてもよい。
【００１５】
　キット等を構成する組成物の組合せとしては、例えば、分岐鎖アミノ酸またはその塩を
含有する組成物と塩基性アミノ酸またはその塩を含有する組成物とグルタミンまたはその
塩を含有する組成物との組合せ、分岐鎖アミノ酸またはその塩および塩基性アミノ酸また
はその塩を含有する組成物とグルタミンまたはその塩を含有する組成物との組合せ、分岐
鎖アミノ酸またはその塩およびグルタミンまたはその塩を含有する組成物と塩基性アミノ
酸またはその塩を含有する組成物との組合せ、分岐鎖アミノ酸またはその塩を含有する組
成物と塩基性アミノ酸またはその塩およびグルタミンまたはその塩を含有する組成物との
組合せ、等をあげることができるが、これらに限定されない。
【００１６】
　キット等に含まれる各組成物は、それぞれ別個に存在する形態であれば、いずれの状態
で存在してもよい。例えば、それぞれの組成物が別個に包装されていてもよいし、同一の
容器内に混在されていてもよい。
　キット等に含まれる各組成物を別々に投与または摂取する場合は、組成物中の有効成分
が体内で高い効力を有する時間内に投与することが望ましい。例えば、1回の投与または
摂取につき、８時間以内、好ましくは２時間以内に全ての組成物を投与または摂取する。
【００１７】
　本発明の組成物は、医薬、飲食品、食品添加剤、飼料、または飼料添加剤（以下、本発
明の医薬、飲食品、食品添加剤、飼料、または飼料添加剤ともいう）として用いることが
できる。
　本発明の組成物を医薬として用いる場合、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ
酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩をそのまま投与することも可能であるが
、通常各種の製剤として提供するのが望ましい。
【００１８】
　製剤は、有効成分として分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、
およびグルタミンまたはその塩を含有するが、更に任意の他の治療のための有効成分を含
有していてもよい。また、それら医薬製剤は、有効成分を薬理学的に許容される一種また
はそれ以上の担体と一緒に混合し、製剤学の技術分野においてよく知られている任意の方
法により製造される。
【００１９】
　製剤の投与形態は、治療に際し最も効果的なものを使用するのが望ましく、経口投与ま
たは、例えば静脈内、腹膜内もしくは皮下投与等の非経口投与をあげることができるが、
経口投与が好ましい。
　投与する剤形としては、例えば錠剤、散剤、顆粒剤、丸剤、懸濁剤、乳剤、浸剤・煎剤
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、カプセル剤、シロップ剤、液剤、エリキシル剤、エキス剤、チンキ剤、流エキス剤等の
経口剤、注射剤、点滴剤、クリーム剤、坐剤等の非経口剤のいずれでもよいが、経口剤と
して好適に用いられる。
【００２０】
　経口投与に適当な、例えばシロップ剤のような液体調製物は、水、蔗糖、ソルビトール
、果糖等の糖類、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール等のグリコール類、ご
ま油、オリーブ油、大豆油等の油類、ｐ－ヒドロキシ安息香酸エステル類等の防腐剤、パ
ラオキシ安息香酸メチル等のパラオキシ安息香酸誘導体、安息香酸ナトリウム等の保存剤
、ストロベリーフレーバー、ペパーミント等のフレーバー類などを添加して製剤化するこ
とができる。
【００２１】
　また、経口投与に適当な、例えば錠剤、散剤および顆粒剤等は、乳糖、白糖、ブドウ糖
、蔗糖、マンニトール、ソルビトール等の糖類、バレイショ、コムギ、トウモロコシ等の
澱粉、炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、炭酸水素ナトリウム、塩化ナトリウム等の無機
物、結晶セルロース、カンゾウ末、ゲンチアナ末等の植物末等の賦形剤、澱粉、寒天、ゼ
ラチン末、結晶セルロース、カルメロースナトリウム、カルメロースカルシウム、炭酸カ
ルシウム、炭酸水素ナトリウム、アルギン酸ナトリウム等の崩壊剤、ステアリン酸マグネ
シウム、タルク、水素添加植物油、マクロゴール、シリコーン油等の滑沢剤、ポリビニー
ルアルコール、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、
カルメロース、ゼラチン、澱粉のり液等の結合剤、脂肪酸エステル等の界面活性剤、グリ
セリン等の可塑剤などを添加して製剤化することができる。
【００２２】
　非経口投与に適当な、例えば注射剤は、好ましくは受容者の血液と等張である分岐鎖ア
ミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩を含
む滅菌水性剤からなる。例えば、注射剤の場合は、塩溶液、ブドウ糖溶液または塩溶液と
ブドウ糖溶液の混合物からなる担体等を用いて注射用の溶液を調製する。
　また、これら非経口剤においても、経口剤で例示した防腐剤、保存剤、フレーバー類、
賦形剤、崩壊剤、滑沢剤、結合剤、界面活性剤、可塑剤などから選択される１種またはそ
れ以上の補助成分を添加することができる。
【００２３】
　本発明の医薬中の分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、および
グルタミンまたはその塩の濃度は、製剤の種類、当該製剤の投与により期待する効果等に
応じて適宜選択されるが、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、
およびグルタミンまたはその塩として、通常は０．１～１００重量％、好ましくは０．５
～７０重量％、特に好ましくは１～５０重量％である。
　本発明の医薬の投与量および投与回数は、投与形態、患者の年齢、体重、治療すべき症
状の性質もしくは重篤度により異なるが、通常、成人一日当り、分岐鎖アミノ酸またはそ
の塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩として通常は５０ｍ
ｇ～３０ｇ、好ましくは１００ｍｇ～１０ｇ、より好ましくは２００ｍｇ～３ｇとなるよ
うに一日一回ないし数回投与する。
【００２４】
　投与期間は、特に限定されないが、通常は１日間～１年間、好ましくは１週間～３ヶ月
間である。
　なお、本発明の医薬は、ヒトだけでなく、ヒト以外の動物（以下、非ヒト動物と略す）
に対しても使用することができる。
　非ヒト動物としては、ほ乳類、鳥類、は虫類、両生類、魚類等、ヒト以外の動物をあげ
ることができる。
【００２５】
　非ヒト動物に投与する場合の投与量は、動物の年齢、種類、症状の性質もしくは重篤度
により異なるが、通常、体重１ｋｇ１日当たり、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性ア
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ミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩として通常は１～６００ｍｇ、好ま
しくは２～２００ｍｇ、より好ましくは４～６０ｍｇとなるように一日一回ないし数回投
与する。
【００２６】
　投与期間は、特に限定されないが、通常は１日間～１年間、好ましくは１週間～３ヶ月
間である。
　上記の製剤と同様な方法により、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸または
その塩、およびグルタミンまたはその塩を有効成分として含有する食品添加剤を調製する
ことができる。
【００２７】
　本発明の食品添加剤は、必要に応じて他の食品添加剤を混合または溶解し、例えば粉末
、顆粒、ペレット、錠剤、各種液剤の形態に加工、製造される。
　本発明の飲食品は、飲食品中に分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはそ
の塩、およびグルタミンまたはその塩、あるいは本発明の食品添加剤を添加する以外は、
一般的な飲食品の製造方法を用いることにより、加工、製造することができる。
【００２８】
　また、本発明の飲食品は、例えば流動層造粒、攪拌造粒、押し出し造粒、転動造粒、気
流造粒、圧縮成形造粒、解砕造粒、噴霧造粒、噴射造粒等の造粒方法、パンコーティング
、流動層コーティング、ドライコーティング等のコーティング方法、パフドライ、過剰水
蒸気法、フォームマット方法、マイクロ波加熱方法等の膨化方法、押出造粒機やエキスト
ルーダー等の押出方法等を用いて製造することもできる。
【００２９】
　本発明の飲食品としては、例えばジュース類、清涼飲料水、茶類、乳酸菌飲料、発酵乳
、冷菓、バター、チーズ、ヨーグルト、加工乳、脱脂乳等の乳製品、ハム、ソーセージ、
ハンバーグ等の畜肉製品、蒲鉾、竹輪、さつま揚げ等の魚肉練り製品、だし巻き、卵豆腐
等の卵製品、クッキー、ゼリー、チューインガム、キャンディー、スナック菓子等の菓子
類、パン類、麺類、漬物類、燻製品、干物、佃煮、塩蔵品、スープ類、調味料等、いずれ
の形態のものであってもよい。
【００３０】
　また、本発明の飲食品は、例えば粉末食品、シート状食品、瓶詰め食品、缶詰食品、レ
トルト食品、カプセル食品、タブレット状食品、流動食品、ドリンク剤等の形態のもので
あってもよい。
　本発明の飲食品は、ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の予防または治療用の健
康食品、機能性食品、栄養補助食品、特定保健用食品等の飲食品として用いることができ
る。
【００３１】
　本発明の飲食品または食品添加剤には、一般に飲食品に用いられる添加剤、例えば食品
添加物表示ハンドブック（日本食品添加物協会、平成９年１月６日発行）に記載されてい
る甘味料、着色料、保存料、増粘安定剤、酸化防止剤、発色剤、漂白剤、防かび剤、ガム
ベース、苦味料、酵素、光沢剤、酸味料、調味料、乳化剤、強化剤、製造用剤、香料、香
辛料抽出物等が添加されてもよい。
【００３２】
　本発明の飲食品中への分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、お
よびグルタミンまたはその塩、あるいは食品添加剤の添加量は、飲食品の種類、当該飲食
品の摂取により期待する効果等に応じて適宜選択されるが、分岐鎖アミノ酸またはその塩
、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩として、通常は０．１～
１００重量％、好ましくは０．５～７０重量％、特に好ましくは１～５０重量％含有する
ように添加される。
【００３３】
　本発明の飲食品の摂取量は、摂取形態、摂取者の年齢、体重等に応じて異なるが、通常
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成人一日あたり、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグ
ルタミンまたはその塩として、通常は５０ｍｇ～３０ｇ、好ましくは１００ｍｇ～１０ｇ
、より好ましくは２００ｍｇ～３ｇとなるように一日一回ないし数回摂取する。
　摂取期間は特に限定はないが、通常は１日間～１年間、好ましくは１週間～３ヶ月間で
ある。
【００３４】
　本発明の食品添加剤と同様な方法により、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ
酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩を有効成分として含有する飼料添加剤を
調製することができる。本発明の飼料添加剤は、必要に応じて他の飼料添加物を混合また
は溶解し、例えば粉末、顆粒、ペレット、錠剤、各種液剤の形態に加工、製造される。
　本発明の飼料は、非ヒト動物用の飼料に分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸
またはその塩、およびグルタミンまたはその塩、あるいは本発明の飼料添加剤を添加する
以外は、一般的な飼料の製造方法を用いることにより、加工、製造することができる。
【００３５】
　非ヒト動物用の飼料としては、ほ乳類、鳥類、は虫類、両生類または魚類等の非ヒト動
物用の飼料で有ればいずれでもよく、例えば、イヌ、ネコ、ネズミ等のペット用飼料、ウ
シ、ブタ等の家畜用飼料、ニワトリ、七面鳥等の家禽用飼料、タイ、ハマチ等の養殖魚用
飼料等があげられる。
　分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたは
その塩、あるいは本発明の飼料添加剤を添加する飼料としては、穀物類、糟糠類、植物性
油かす類、動物性飼料原料、その他の飼料原料、精製品等があげられる。
【００３６】
　穀物としては、例えばマイロ、小麦、大麦、えん麦、らい麦、玄米、そば、あわ、きび
、ひえ、とうもろこし、大豆等があげられる。
　糟糠類としては、例えば米ぬか、脱脂米ぬか、ふすま、末粉、小麦胚芽、麦ぬか、ペレ
ット、トウモロコシぬか、トウモロコシ胚芽等があげられる。
　植物性油かす類としては、例えば大豆油かす、きな粉、あまに油かす、綿実油かす、落
花生油かす、サフラワー油かす、やし油かす、パーム油かす、ごま油かす、ひまわり油か
す、なたね油かす、カポック油かす、からし油かす等があげられる。
【００３７】
　動物性飼料原料としては、例えば魚粉（北洋ミール、輸入ミール、ホールミール、沿岸
ミール）、フィッシュソルブル、肉粉、肉骨粉、血粉、分解毛、骨粉、家畜用処理副産物
、フェザーミール、蚕よう、脱脂粉乳、カゼイン、乾燥ホエー等があげられる。
　その他の飼料原料としては、植物茎葉類（アルファルファ、ヘイキューブ、アルファル
ファリーフミール、ニセアカシア粉末等）、トウモロコシ加工工業副産物（コーングルテ
ンミール、コーングルテンフィード、コーンステープリカー等）、でんぷん加工品（でん
ぷん等）、砂糖、発酵工業産物（酵母、ビールかす、麦芽根、アルコールかす、しょう油
かす等）、農産製造副産物（柑橘加工かす、豆腐かす、コーヒーかす、ココアかす等）、
キャッサバ、そら豆、グアミール、海藻、オキアミ、スピルリナ、クロレラ、鉱物等があ
げられる。
【００３８】
　精製品としては、タンパク質（カゼイン、アルブミン等）、アミノ酸、糖質（スターチ
、セルロース、蔗糖、グルコース等）、ミネラル、ビタミン等があげられる。
　本発明の飼料は、例えば流動層造粒、攪拌造粒、押し出し造粒、転動造粒、気流造粒、
圧縮成形造粒、解砕造粒、噴霧造粒、噴射造粒等の造粒方法、パンコーティング、流動層
コーティング、ドライコーティング等のコーティング方法、パフドライ、過剰水蒸気法、
フォームマット方法、マイクロ波加熱方法等の膨化方法、押出造粒機やエキストルーダー
等の押出方法等を用いて製造することもできる。
【００３９】
　本発明の飼料は、ヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症の予防または治療用の飼料
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として用いることができる。
　本発明の飼料中への分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およ
びグルタミンまたはその塩、あるいは本発明の飼料添加剤の添加量は、飼料の種類、当該
飼料の摂食により期待する効果等に応じて適宜選択されるが、分岐鎖アミノ酸またはその
塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグルタミンまたはその塩として、通常は０．１
～１００重量％、好ましくは０．５～７０重量％、特に好ましくは１～５０重量％含有す
るように添加される。
【００４０】
　本発明の飼料を非ヒト動物に摂餌させる場合の摂餌量は、摂取形態、摂取動物の種類、
該動物の年齢、体重等に応じて異なるが、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸
またはその塩、およびグルタミンまたはその塩として、通常体重１ｋｇ１日当たり１～６
００ｍｇ、好ましくは２～２００ｍｇ、より好ましくは４～６０ｍｇである。
　摂餌期間は、特に限定はないが、通常１日間～１年間、好ましくは１週間～３ヶ月間で
ある。
【００４１】
　上記方法で本発明の組成物をヒトまたは非ヒト動物に投与しまたは摂取させることによ
り、該ヒトまたは非ヒト動物におけるヘモグロビン尿症またはミオグロビン尿症を予防ま
たは治療することができる。
　以下に、本発明の組成物のヘモグロビン尿症およびミオグロビン尿症の予防および治療
効果を調べた試験例を示す。
【００４２】
試験例１
　重篤なヘモグロビン尿症およびミオグロビン尿症を発症し、走行が困難となった競走馬
（オス、２歳馬、体重４８０Ｋｇ）に対し、実施例１の組成物を第１日目に５０ｇ、第２
～４日目に１日当たり３０ｇを経口投与し、歩行状態と尿を検査した。その結果、第４日
目以降において、ヘモグロビン尿症およびミオグロビン尿症の症状が消失すると共に、再
び走行できるようになった。
【００４３】
試験例２
　１１頭の競走馬に対し、実施例１の組成物を１日当たり１０～１５ｇ継続的に経口投与
した。その結果、激しい追い切り（レースの数日前に行う調教。タイムを計り、馬の状態
を見る。）をしたのにもかかわらず、ヘモグロビン尿症およびミオグロビン尿症の発症は
皆無であった。
　以下に、本発明の実施例を示す。
【実施例１】
【００４４】
　整粒したロイシン２５０ｇ、イソロイシン１２５ｇ、バリン１２５ｇ、グルタミン５０
０ｇおよびオルニチン５００ｇからなるアミノ酸混合物にトレハロース７５ｇを加え混合
し、栄養補助食品を製造した。
【実施例２】
【００４５】
　整粒したロイシン２５０ｇ、イソロイシン１２５ｇ、バリン１２５ｇ、グルタミン５０
０ｇおよびオルニチン５００ｇからなるアミノ酸混合物に、エリスリトール９５０ｇ、シ
ョ糖脂肪酸エステル５０ｇ、クエン酸３５０ｇおよびトレハロース１５０ｇを加え混合し
た。
次に、直径１３ｍｍの平面杵を装着したロータリー型打錠機（商品名：ＡＰ－１５型、畑
鉄工所製）を用い、１錠中に上記アミノ酸混合物５００ｍｇを含む錠剤を製造した。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明により、分岐鎖アミノ酸またはその塩、塩基性アミノ酸またはその塩、およびグ
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ルタミンまたはその塩を有効成分として含有する、安全で有効な、ヘモグロビン尿症また
はミオグロビン尿症の予防または治療用組成物を提供することができる。
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